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西
本
創
造
氏
略
歴

昭
和
　
二
年
　
二
月

八
年
　
四
月

一
三
年

一
四
年
　
二
月

一
四
年
　
四
月

一
八
年

一
二
月
二
三
日

二
五
日

一
九
年

　

一
月

二
〇
年
　
八
月

一
五
日

広
島
市
生
ま
れ

広
島
市
立
皆
実
尋
常
小
学
校
入
学

神
奈
川
県
川
崎
市
に
移
る

川
崎
市
立
宮
前
尋
常
小
学
校
卒
業

川
崎
市
立
工
業
学
校
入
学

同
校
繰
り
上
げ
卒
業

海
軍
技
研
入
所

（東
京
都
目
黒
区
）

音
響
研
究
部
に
転
勤

（沼
津
市
）

終
戦

・
解
雇

西
本
創
造
さ
ん
の
体
験
談

シ
リ
ー
ズ

市
民
が
語
る
戦
争
体
験

戦
艦

「大
和
」
と
私

さん

昭和 1
創造

8年 23日月

崎市 卒業直後立工業学校

実
物
の
戦
艦

「大
和
」
を
見
た
人
は
、
今
と

な

っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
で
も
非
常
に
少
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
そ
の
中
の
一
人
で
す
。

昭
和

一
八
年

（
一
九
四
三
）

一
二
月
末
、
私

は
川
崎
市
立
工
業
学
校
を
繰
り
上
げ
卒
業
し
、

す
ぐ
に
東
京
都
目
黒
区
に
あ
り
ま
し
た
海
軍
技

術
研
究
所
に
勤
め
ま
し
た
。
勤
務
予
定
の
音
響

研
究
部
は
、　
一
〇
年
以
上
前
か
ら
駿
河
湾
で
超

音
波
兵
器
の
研
究
実
験
を
行

っ
て
お
り
、
同
年

八
月
に
沼
津
市
に
移
転
し
て
研
究
実
験
を
開
始

し
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
目
黒
の
技
術
研
究
所

で
翌
年

一
月

一
〇
日
ま
で
残
務
整
理
を
行

い
、

一
一
日
に
沼
津
市
に
転
勤
し
ま
し
た
。

呉
海
軍
工
廠
に
出
張

戦
艦

「大
和
」
と
の
一
〇
日
間

同
年

一
一
月
二
〇
日
、
広
島
県
呉
市
の
海
軍

工
廠
に
初
め
て
出
張
し
ま
し
た
。
二
四
日
の
朝
、

工
廠

の
北
門
を
入

っ
て
す
ぐ
目
の
前

の
四
号

ド
ッ
ク
で
注
水
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
四
号
ド
ッ

ク
は
、
昭
和

一
五
年
に
戦
艦

一大
和
」
が
建
造

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
普
通
の
艦
は
船
台
で
建

造
し
て
進
水
式
を
行

い
、
海
に
浮
か
べ
、
そ
の

後
艤
装
の
為
に
ド
ッ
ク
イ
ン
し
ま
す
が
、
戦
艦

大
和
は
最
初
か
ら
こ
の
ド
ッ
ク
で
建
造
し
、
ド
ッ

ク
に
注
水
し
て
進
水
式
を
行

い
ま
し
た
。

魚
雷
実
験
部
に
到
着
す
る
と

「軍
艦
が
走

っ

て
来
ま
す
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
岸
壁
に
見

に
行
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
迄
軍
艦
を

一
度
も

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
僚
が
大

き
な
軍
艦
だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
有
名
な

「音
戸
の
瀬
戸
」
の
方
か
ら
軍
港
に
向

っ
て
、
江

田
島
と
工
廠
の
間
を
航
走
す
る
実
に
美
し
い
姿

の
軍
艦
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
写
真
で
見
て
い

た

「長
門
」
と
は
全
く
異
な
る
艦
型
で
し
た
。

魚
雷
実
験
部
で
仕
事
の
準
備
を
行
い
、
ト
ラ
ッ

ク
に
上
乗
り
し
て
北
門
に
向
か
い
ま
し
た
。
造

船
部
の
船
台
は
屋
根
が
掛
か

っ
て
い
ま
す
が
、

ド
ッ
ク
は
平
ら
で
見
通
し
が
よ
い
の
で
す
。
突

然
何
か
に
遮
ら
れ
て
前
方
が
見
え
な
く
な
り
、

「ア
ッ
大
和
だ
」
と
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
上

を
見
上
げ
ま
す
と
、
艦
首
に
燦
然
と
輝
く
大
き

な
菊
の
紋
章
が
取
り
付
け
ら
れ
た
戦
艦
で
し
た
。

先
程
岸
壁
か
ら
見
た
あ
の
軍
艦
で
し
た
。
「大
和
」

が
建
造
さ
れ
た
四
号
ド
ッ
ク
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
の
注
水
は
こ
の
為
だ
と
納
得
出
来
ま
し
た
。

「大
和
」
は
、
レ
イ
テ
海
戦

（昭
和

一
九
年

一

〇
月
二
四
日
）
で
破
損
し
て
、

一
一
月
二
四
日
、

修
理
の
為
に
呉
軍
港
に
帰
港
し
、
四
号
ド
ッ
グ

に
入
渠
し
た
の
で
し
た
。
「大
和
」
は
実
に
哀
れ

な
姿
で
し
た
。
第

一
砲
塔
前
の
前
部
甲
板
付
近

の
左
舷
に
、
大
き
な
穴
が
開

い
て
い
ま
し
た
。

前
部
甲
板
に
落
下
し
た
爆
弾
が
艦
内
で
爆
発
し

て
出
来
た
穴
で
す
。
第

一
砲
塔
付
近
か
ら
後
部

砲
塔
部
に
掛
け
て
は
、
二
重
構
造
の
四

一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
鋼
板
で
内
部
は
被
わ
れ
て
い
ま

す
。
外
部
の
舷
側
は
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
厚
の

鋼
板
を
取
り
付
け
る
修
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。

直
径
五
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
大
き
な
穴
で
す
。

余
り
に
も
無
残
な
哀
れ
な
姿
に
な

っ
た
戦
艦

「大
和
」
を
目
の
前
に
見
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
実
に
大
き
く
美
し
い
姿
に
は
見
と
れ
る
ば

´
ヽ

用

語

解

説

戦
艦

「大
和
」
諸
元

基
準
排
水
量
　
六
四
〇
〇
〇
ト
ン

満
載
排
水
量
　
七
二
八
〇
九
ト
ン

全
　
長
　
　
　
二
六
三
メ
ー
ト
ル

水
線
長
　
　
　
二
五
六
メ
ー
ト
ル

全
　
幅
　
　
　
三
八
。九
メ
ー
ト
ル

公
試
喫
水
　
　
一
〇
。
四
メ
ー
ト
ル

主
機
関
　
　
　
一
五
二
五
五
三
馬
カ

（艦
政
本
部
式
タ
ー
ビ
ン
四
機
四
軸
）

最
大
速
力
　
　
二
七
・四
六
ノ
ッ
ト

（公
試
運
転
）

航
続
距
離

一
六
ノ
ッ
ト
で
七
二
〇
〇
海
里

（
一
三
三
三
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

乗
員
　
竣
工
時
　
一
一五
〇
〇
名

最
終
時
　
三
二
三
二
名

兵
装

（新
造
時
）

四
五
口
径
四
六
ｃｍ
三
連
装
砲
塔
　
三
基

六
〇
口
径

一
五
・五
ｃｍ
三
連
装
砲
塔
四
基

:
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か
り
で
し
た
。
世
界

一
大
き
な
軍
艦
で
し
た
。

二
号
艦
の
戦
艦

「武
蔵
」
と
並
ん
で
、
日
本
海

軍
の
シ
ン
ボ
ル
だ

っ
た
こ
と
に
間
違

い
あ
り
ま

せ
ん
。
後
に
、
世
界
の

「無
用
の
長
物
の
一
つ
」

と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
海
軍
の
象
徴
と
し

て
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
戦
艦

「大
和
」

で
し
た
。

そ
の
日
か
ら

一
二
月
四
日
迄
の

一
〇
日
間
、

毎
朝
、
ド
ッ
ク
に
並
行
し
て
歩
き
ま
し
た
。
私
が

戦
艦
大
和
と
接
し
た
の
は
こ
の
機
会
の
一
〇
日
間

だ
け
で
し
た
が
、
毎
日
飽
き
る
こ
と
な
く
眺
め
、

四
号
ド
ッ
ク
の
脇
を
朝
に
夕
に
行
き
来
し
ま
し
た
。

戦
争
中
の
東
南
海
地
震

呉
海
軍
工
廠

へ
の
出
張
の
帰
途
、
同
月
七
日

に
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
７
・９

（推
定
）

の
東
南
海
大
地
震
に
遭

い
ま
し
た
。

六
日
、
広
島
か
ら
東
海
道
線
の
夜
行
列
車
に

乗
車
し
て
翌
七
日
午
後
五
時
過
ぎ
に
、
新
居
駅

に
停
車
し
ま
し
た
が
、
列
車
が
な
か
な
か
発
車

し
ま
せ
ん
。
暫
く
し
て
隣
の
車
両
か
ら
海
軍
の

下
士
官
が
入
室
し
て
来
ま
し
て
、
「横
須
賀
に
帰

る
兵
は
す
ぐ
に
荷
物
を
持

っ
て
駅
前
に
集
合
し

な
さ
い
」
と
伝
え
て
次
の
車
両
に
行
き
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
列
車
は
発
車
出
来
な
い
と
考
え
て
、

ト
ラ
ン
ク
を
網
棚
か
ら
降
ろ
し
て
駅
前
に
行
き
、

海
軍
士
官
に
身
分
証
明
書
を
見
せ
て
、
呉
海
軍

工
廠
か
ら
沼
津
の
技
研
に
帰
る
途
中
で
す
と
話

し
て
、
今
後
の
同
行
を
依
頼
し
ま
し
た
。
海
軍

士
官
は
、
私
の
海
軍
省
発
行
の
身
分
証
明
書
を

丹
念
に
見
て
同
行
の
許
可
を
下
さ
い
ま
し
た
。

迎
え
に
来
た
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
ま
し
て
浜
名

海
兵
団
に
到
着
し
、
停
電
で
真
暗
な
兵
合
に
収

容
し
て
も
ら
い
仮
入
団
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
初

め
て
地
震
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
三

日
間
の
休
養
の
後
、
再
度
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し

て
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
途
中
の
市
街
地
で
は
、

木
造
住
宅
の
倒
壊
の
現
場
を
見
ま
し
た
。
哀
れ

な
家
並
み
で
し
た
。
全
て
倒
壊
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
道
路
も
砂
利
道
で
車
も
少
な
く
、

コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
高
層
建
築
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
が
行
け
る
所
ま
で
乗
車
し
、
東
海
道
線

の
鉄
橋
を
歩
い
て
渡
り
、
沼
津
に
帰
り
ま
し
た
。

呉
で
空
襲
に
遭
う

昭
和
二
〇
年
に
数
度
、
呉
の
海
軍
工
廠
に
出

張
し
ま
し
た
が
、
同
年
四
月
八
日
、
戦
艦

「大

和
」
は
沖
縄
特
攻
に
出
撃
し
、
鹿
児
島
県
の
沖

合
で
沈
没
し
、
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
遂
に
呉
海
軍
工
廠
と
の
私
の
最
後

の
時
が
訪
れ
ま
し
た
。

六
月
二
三
日
昼
間
の
Ｂ
２９
爆
撃
機
二
〇
〇
機

に
よ
る
大
空
襲
で
す
。
そ
の
二
時
間
余
は
防
空

壕
の
中
で
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
艦

「榛
名
」
の
主
砲
の
射
撃
と
、
そ
れ
に
続

い
て
Ｂ
２９
の
爆
弾
の
破
裂
音
で
す
。
防
空
壕
の

中
で
は
外
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
周
囲
の
工
場
群
は
壊
滅

状
態
で
し
た
。

五
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
隣
の
防
空
壕
が
被
害

に
合

い
、　
一
〇
〇
人
余
が
生
き
埋
め
に
な
り
ま

し
た
。　
一
〇
分
余
の
間
隔
で
爆
撃
が
行
わ
れ
ま

し
て
、
救
助
も
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
空

襲
が
終
わ

っ
て
か
ら
助
け
出
し
、
主
庁
合
の
室

内
を
片
付
け
て
床
に
寝
か
せ
て
人
工
呼
吸
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
実
に
哀
れ
で
悲
惨
な
の
が
戦
争
で
す
。

空
襲
の
終
了
後
、
真

っ
先
に
仕
事
を
始
め
た

の
は
隣
り
の
平
屋
の
工
場
で
、
そ
こ
は
人
間
魚

雷

「回
天
」
を
製
造
す
る
工
場
で
し
た
。
部
外

者
は
立
ち
入
り
が
出
来
ず
、
人
間
魚
雷
を
見
る

機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
元
の
魚

雷
は
大
型
の
九
二
式
酸
素
魚
雷
で
し
た
。
無
人

島

で
あ
る
上
黒
島

の
魚
雷
保
管
棚
に
大
量
に

あ

っ
た
、
巡
洋
艦
か
ら
発
射
す
る
為
に
製
造
さ

れ
た
無
気
泡
の
魚
雷
で
し
た
。
こ
の
魚
雷
を
改

造
し
て
人
間
魚
雷
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
反

対
側
の
隣
の
魚
雷
製
造
工
場
は
壊
滅
し
ま
し
た
。

実
に
哀
れ
な
状
況
に
追

い
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
は
幸
運
に
も
怪
我

一
つ
な
く
沼
津
に
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
情
け
な
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
呉
海
軍
工
廠

へ
の
出
張
も
終

了
で
す
、
六
月
二
三
日
が
呉
海
軍
工
廠
で
の
私

の
最
後
で
し
た
。

沼
津
で
の
次
の
実
験
は
、
Ｂ
２９
が
投
下
し
た

多
目
的
機
雷
の
探
知
機
の
開
発
実
験
で
し
た
。

七
月

一
七
日
未
明
に
は
、
沼
津
市
も
焼
夷
弾
空
襲

を
受
け
て
、
技
研
も
そ
の
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

八
月

一
五
日
、
敗
戦
と
な
り
、
沼
津
の
技
研

も
音
響
研
究
部
の
勤
務
も
終
わ
り
ま
し
た
。
沼

津
で
の
生
活
は

一
年
九
ヶ
月
の
短
い
期
間
で
し

た
。
し
か
し
私
に
は
帰
る
家
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
川
崎
市
は
二
月

一
五
日
に
空
襲
で
焦
土

に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
人
生
の
再
出
発
に
な
り

ま
し
た
。
私
の
戦
争
中
の
、
一
〇
代
の
哀
れ
な
短

い
期
間
も
青
春
時
代
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（最
終
時
二
基
）

四
〇
口
径

一
二
・七
帥
連
装
高
角
砲
六
基

（最
終
時

一
二
基
）

二
五
ｍｍ
三
連
装
機
銃
　
八
基

（最
終
時
五
二
基
）

一
三
皿
連
装
機
銃
　
二
基

※
最
終
時
追
加

二
五
帥
単
装
機
銃
　
六
基

装
甲舷

　

側
　
四

一
〇
皿

甲
　
　
板
　
二
〇
〇
～
二
三
〇
皿

主
砲
防
盾
　
六
五
〇
皿

艦
　
　
橋
　
五
〇
〇
皿

搭
載
機
　
七
機

カ
タ
パ
ル
ト
　
ニ
基

呉海軍工廠で艤装中の戦艦「大和」

昭和 16年 (1941)9月 20日
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平成 24年度新:収資料の紹介  昨年は 明治史料館に仲間入りした資料です。
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服部綾雄 。純雄関係資料

飯島虚心関係資料

井上元七郎ガラス板写真

尋常小学校教科書

東間門田中家 (東)資料
岳陽少年団安原賢三関係資料

山田大夢・黒川正関係文書

小野俊一使用岳陽少年団木刀など

港橋関係資料

用世界新地図』。豊島住作『商標或問』。南寮居士虚潜龍六序 (鈴

木龍六)『説夢録』(函館戦争人名録)・ 井上連吉・甲斐芳太郎「県

令集覧」・塚田金蔵、上条元之助、有坂鎗吉、下妻市蔵「会計便

覧」。和達字嘉撰「紀功碑拓本」・鶴田清次、佐々井半十郎撰、中

島仰山画「草綿一覧」。宮崎愚編『小学読本』巻之―・石井義正

編『複式啓蒙記簿法階梯』。鈴木経勲著『平壌大激戦実見録』。『キ

ネマ旬報』第671号、第672号、第673号 (映画「沼津兵学校」批

評掲載)
その他沼津の歴史関係 (7件 )

高見沢茂著 (沼津 (菊間)藩士)『世界歴史の緒』。『日本キリス ト
教復活史』 1、 ll』 。『すその』第119号、第129号、第135号 。「御

進発御用掛」・ベア ト撮影原宿帯笑園古写真 。綾部関編、青木栄

次郎 (沼津移住旧幕臣)『小学地誌略』下・綾部関編、蜂屋定憲序

『小学修身書』上 。下
絵 葉 書 (34点 )

駿河名所 牛臥の連望 。静浦名勝 静浦海岸ヨリ富士ヲ望ム・陸軍

士官学校遊泳演習・沼津名所 千本浜公園・沼津公園 千本浜ノ風

光・駿州名勝 静浦獅子浜ヨリ布島ヲ望ム・静浦 布島の風光 。西

浦海岸 大瀬岬の勝景・絵葉書 山本旅館 (封筒付)4点 。沼津名
所静浦八景・静浦の望岳 。沼津公園11点・沼津千本浜三輪別荘松

石園10点

荒 川 鐵太郎 様 荒川重平関係文書 (追加分)

沼津兵学校 。旧幕臣関係 (25件 )
渡部温『英吉利会話篇』。塚本明毅校閲『郡名―同一覧』。中根淑

校閲『小学読本万国地理小誌』上中下 。浅野永好「兵庫神戸実測

図複製」。「習志野原及周回郵落図」・松井甲太郎『列祖成績』巻

七～十三、十六～二十・佐久間信恭編『実業英語読本』・島田三

郎「連合国傷病兵罹災者慰間会謝状」、草稿 「国民は日本の現状
を何と見る ?」、演説「禁酒は税源を拡む」、『民党政治の方針』・

松井惟利編著『東京雑誌』第二号・編者愛知信元、校訂者関近義
『簿記教授本』上中下 。新家春三著『十二宮伝』・真野文二『教科

恣鼈≡11な:||■ ‐干成 24年度当館収蔵資料の利用 明治史料館の資料がいろいろなところで活躍しました。
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☆震示饉層

☆刊行物掲載

☆テレビ等映像。その他

5月 財)沼津市振興公社 沼津御用邸記念公園 「端午の節句飾 り」 「祝着」
8月 助静岡県文化財団「輝 く静岡の先人展一地震・津波・洪水一金原明善 と災害から郷土を守った先人たち一」 「地震之記」他

10月
沼津市常盤町自治会 「文化祭」 古写真18点

静岡県埋蔵文化財センター 秋季企画展示「土器 ドキ動物ラン ド」(静岡市立登昌博物館情報コーナー)元 野牧捕込模型 (写真 )

10月 ～ 11月
板橋区立郷土資料館 特別展 「高島平蘭学事始」 高島氏系図 (福田重古関係資料 )
葛飾区郷土と天文の博物館 葛飾区政施行80周年記念特別展 「東京低地災害史」 「関東大震災全地域鳥取図絵」「地震之記」

10月 ～ 12月
東京都江戸東京博物館 開館20周年記念特別展 「維新の洋画家 川村清雄」
川村清雄画「子 どもを連れた女」(川村清衛氏寄贈 )「アヒルと少年」「イカ図」(江原素六関係資料)

12月 モンミュゼ沼津 「俳人清水杏芽の世界」 日枝神社芭蕉句碑拓本

1月 沼津市社会福祉協議会 企画展 古写真パネル21枚

2月～ 3月

八王子市郷土資料館 コーナー展 「書状からみる 新時代の幕開けと千人隊」
沼津兵学校資業生合格通知、河野仲次郎より野沢房迫宛書簡 (野沢房迪関係資料 )

静岡県立美術館 「維新の洋画家 川村清雄」
川村清雄画 「子 どもを連れた女」(川村清衛氏寄贈 )「アヒルと少年」「イカ図」(江原素六関係資料 )

3月 代戯館まつ り実行委員会 「第10回 代戯館まつ り」 荻生録造胸像、井口省吾陸軍大将辞令など

学研パブリッシング『歴史群像』113号 写真 「仏式伝習隊」(江原素六関係文書)
国立天文台天文情報センター・ アーカイブ室「アーカイブ室新聞」経緯儀写真 (大川通久関係資料 )

横須賀市『新横須賀市史』別編 軍事・幕府オラング留学生集合写真・赤松則良写真・熊谷直孝辞令
9月 新入物往来社『「朝敵」たちの幕末維新』 月岡芳年「競勢酔虎伝 伊場七郎」

祥伝社 樋口雄彦著『第十六代徳川家達』『三宇経』、明治 7年 12歳の徳川家達書 (大野寛良氏寄託資料)ほか
吉川弘文館 樋口雄彦著『箱館戦争 と榎本武揚』。中島二郎助写真 (旧幕臣高橋家アルバム)な ど15点
平凡社 和田春樹著『領土問題をどう解決するか』 「輿地航海図」(鈴木睦夫氏寄託資料 )

11月
公益社団法人沼津牧水会『牧水 富士山』 「沼津市全図」(大正14年 9月 )。「沼津市全図」(昭和31年 9月 )
八王子市郷土資料館『元八王子千人頭志村貞廉 日記二』 河野仲次郎より野沢房迪宛書簡 (野沢房迪宛関係資料 )

教育委員会『過去に学ぶ～富士の災害史』 「宝永山出現之図」「田地変ジテ湖水 トナル」(『地震之記』より)

樋口雄彦 「桂小五郎 と砲術」(国立歴史民俗博物館『歴博』177号)中 島三郎助 (旧幕臣高橋家アルバム)
国土交通省沼津河川国道事務所 防災啓発パンフレット「小林村変地之図」(『地震之記』より)ほか
静岡県立中央図書館『葵』47号  「小林村変地之図」(『地震之記』より)
碧南市教育委員会『碧南市史史料第69集 訳注 大浜陣屋 日記 上』 「日記」(旧沼津藩士杉浦家資料)
松村由紀 「沼津に生きた明治の写真師・鈴木忠視」(『沼津史談』No 64)

静岡朝 日テレビ「徹底検証 !巨大地震 静岡を襲 う震度 7の揺れ」
「駿河の国 大地震により泥水を吹き出す図」(『安政見間録』より)
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F口  昴」

みどり美術印刷株式会社

表紙の解説

F=ベアト撮影「原宿帯笑園」 (当館所蔵)
ベアト (1834～ ?)は幕末 。明治初期に日本各
地の風景を撮影した写真家 として知られていま

す。この写真は、オランダ公使ポルスブルックー

行との富士登山の折に撮影されたもので、ベアト

が残した解説シートによれば、箱根の畑宿となっ

ていますが、他の資料によって、東海道の名園、

原宿の「帯笑園」であることが判明します。ベア

トの記憶違いであろうと考えられています。精緻

な着色が施されています。

(参考文献〉横浜開港資料館編『F.ベアト写真
集 1』 明石書店 2006年

人事異動

3月 31日 付で事務補助員森川三千

代が退職しました。
4月 1日付で、文化振興課長兼館

長井原正利が教育企画室に、主事大

橋貴之がクリーンセンター管理課に

異動、主査山本充が着任しました。

4月 2日 付で事務補助員中井伊久

子が国民健康保険課に異動、館長

内村博隆、事務補助員植松敦子が

着任しました。

今後 ともよろしくお願い申し上げ

ます。
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